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１．概要（Summary） 

レーザー駆動プラズマEUV装置内において、ミラー表

面にスズによる汚染が堆積しミラー特性を劣化させること

が分かっている。本研究では、レーザー研において 1013 

cm-3程度の水素プラズマを用いたスズ汚染除去方法を研

究する。そのためEB蒸着装置でスズ蒸着により汚染サン

プル作成をする。また、リファレンスサンプルおよびクリー

ニング後のサンプルの表面および表面近傍の断面分析

を行い、クリーニングの効果を検証する。本年度はスズと

は別にカーボン汚染されたサンプルも準備し、水素プラズ

マによる汚染除去前後での比較も行う。 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

高精細集束イオンビーム装置 / SEM 付集束イオンビー

ム装置 / EB蒸着装置 

【実験方法】 

電子ビーム蒸着装置により、Sn をミラー材料に蒸着し

た。473.15 Kまで蒸着前に加熱した。作成した Sn コート

試料の表面および断面観察を高精細集束イオンビーム

装置および SEM 付集束イオンビーム装置で行い、蒸着

膜厚を測定した。Sn クリーニング実験をレーザー研にて

行い、膜厚、表面形状の変化を観察し、クリーニングの影

響と速度を評価した。断面観察には、Ga FIBを用いた断

面観察を使用した。カーボン汚染されたミラー材料を別途

準備し、同様にクリーニング実験を行い、膜厚、表面形状

の変化を観察た。 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

 カーボン膜を蒸着したサンプルのクリーニング前後での

FIB を使った断面 SEM画像を Fig. 1に示す。サンプル

は事前にタングステンコートをし、サンプルホルダとの導

電性を保って観測した。カーボン膜厚は 1 umであった。

クリーニングを行ったエリアを観測したところ、SEMでは顕

著な違いが見られなかった。クリーニングパラメータの調

整が必要であるが、誘電体のカーボン膜を明確に観測す

ることに成功した。 
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Fig. 1 Cross sectional image of carbon 

contamination sample. (a) before cleaning, and 

(b) after cleaning.  


